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はじめに

本論文は、第2次世界大戦後のオランダ建築を主導し

た建築家の一人であるアルド･ファン･アイク(Aldovan

Eyck、1918－，以下アイク）を取り上げ、その形態分析
を行い、そこから広く建築における「構造主義」につい

て論考するものである。アイクは1950-60年代を通じて

チームX(TeamX)の主要メンバーの一人として、ま

た『フォーラム』誌の編集者として、J.B.バケマ(Jacob

BerendBakema)とともに活躍した。20世紀初頭のオラ

ンダ建築は、デ･ステイル(DeStijl)による構成主義建

築と、ウェンデインヘン(Wendingen)による表現主義

建築によって国際的に大きな役割を果たしたことが知ら

れ、またデ･アフト・エン･オッフ。バウ(De8enOpbouw)

などの機能主義建築によって戦前から戦後への橋渡しが

なされた')。これらの伝統は1950年代未期に起こった｢オ

ランダ構造主義(DutchStructuralism)」に受け継がれ、

アイクはその中心人物であると見なされている2)。

本論文では、チームXの結成から解散まで（1953年-

1967年）の14年間におけるアイクの主要な6つの建築作

品（表－1）を取り上げ、「空間単位」とその反複集合の

形態についてそれぞれ分析を行った上で、「双対現象

(tiwinphenomena)」と「閾(threshold)」というアイ
ク自身の言説にもとづいてその検証を行なう。さらにア

イクと同時代の建築家との比較を行い､建築における｢構

造主義」のあり方を通じて戦後のオランダ建築評価の端

緒を旙くものである。

I．「空間単位」の形態

アイクの作品は、あるまとまりを持った「空間単位」

の集合によって全体が形成されており、本論文ではこの

ような「空間単位」の形態と集合形態について分析を行

う。また当該時期におけるアイクの作品は、ほぼ単層で

あり、構造体は単純に柱一梁構造と、壁構造の二つに大

別できる。ここでは、構造に直接関係する柱一梁・壁構

造のまとまりを「構造体｣、構造に関与しない間仕切り・

床・トップライトのまとまりを「非構造体」とし、これ

らによって形成される空間のまとまりを「空間単位」と

呼ぶことにする。以下にそれぞれ作品における「構造

体｣一「非構造体｣－「空間単位」の相関関係について分

堀田典裕YoshihiroHotta

析を行なう。

1－1．「空間単位」の特質

アイクの作品における「空間単位」は、「囲い込み」と

「層化」という二つの類型に大別できる。前者の事例と

しては、「ナケールの学校」「子供の家」「エルサレムのカ

ルチュアル･センター」「プロテスタント教会」が挙げら

れる。「囲い込み｣の空間においては、主要な空間が幾度

も折れ曲がった間仕切りによって形成されるが､｢空間単

位」の四周をすべて囲い込んでしまうのではなく、三辺

を緩やかに囲い込む。一方、後者の事例としては、「カソ

リック教会」「スカルフ°チュア･パヴィリオン」が挙げら

れ、「構造体｣によって層状の空間ｶぎ形成されている。二

つの空間を経時的に見れば、1950年代を通して試行され

た「囲い込み空間」が、1960年代に入ると「層空間」へ

と移行したと推察できる。

「ナケールの学校(Threeschools,Nagele,1954-

56,図－1．2．3）」では､．字型とL字型に折れ曲が

った2種類の煉瓦壁が「構造体」を形成しており、これ

らの「囲い込み」によってつくられた空間が、微妙に大

きさの異なる2種類の教室となって、「空間単位｣を形成

している。ひとつの「空間単位」である教室の隅部は、

「囲い込み」がなされずに、ハイサイドライトを伴う鮮

やかな個別の色（赤、オレンジ、黄、緑、青、紫）に塗

られた間仕切りによって、前室が形成されている。この

結果、ひとつの「空間単位」の内部はL字型になり、前

室は外部廊下の一部として見ることもできる。

「子供の家(Orphanage,Amsterdam,1955-60,図一

4．5．6）」では、う。レキャスト・コンクリートによっ

てつくられた梁力ざ、1スパン(3.36m)を基準とした格

間(bay)と、3スパンを基準とした格間という2種類の
「構造体」を形成している。この作品では、この梁に重

なりながら何度も折り曲げられた間仕切りと、それぞれ

の格間にかけられたドーム屋根頂部のトップライトカ芽、

2種類の「空間単位」を形成し、年齢別、男女別に分け

られた居住空間に対応している。「空間単位」の「囲い込

み」は、L字型と、その組合せによる形態であるが、そ

れぞれ力罫外部にテラスを持っており、複雑な形態となっ

ているだけでなく、その一部を切り欠いて半外部空間ｶヨ
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形成され、一層複雑な形態がつくられている。また床（

段差や家具類の配置は格間に対して意識的にずらされて

いると同時に、凹凸が付けられ、これによってひとつの

空間ｶざ細かく分節されているのである。

「エルサレムのカルチュアル・センター(Cultural

Center,Jerusalem,1958,図-7)」では、鉄筋コンク

リート造の柱と梁が、二種類の異なるスパンを持ち、外

周と内周からなる二つの正方形枠の各辺を形成している。

外周の正方形枠においては、幾度も折れ曲がった間仕切

りによって、内周においては．字型の間仕切りによって

2種類の「空間単位」が形成される。ひとつの「空間単

位」は間仕切りによって小空間が囲い込まれると同時に、

各辺に沿って開い込まれないままに残された部分を形成

する。ここではトップライトは「空間単位」と「空間単

位」の間に梁に跨がって設けられている。

「プロテスタント協会(ProtestantChurch,Driebe-

rgen,1963-64,図-8．9．10)」では、鉄筋コンクリ

ートの梁によってつくられた「構造体」が、この教会の

別名ともなっている「天国の車輪(Thewheelsof

heaven)」と呼ばれる二種類の大きさの円形の「空間単

位」を形成している。ひとつの「空間単位」は、円形の

梁に沿って間仕切りが半円形に、床段差が円形にそれぞ

れ囲い込まれている。また、ひとつの「空間単位」には、

直行する十字形の梁がかけられているが、この上に三角

形をした一対のトップ°ライトが載せられており、個々 の
「空間単位」を表像している。

「カソリック教会(CatholicChurch,Hague,1964-
69,図－11．12．13)」では、コンクリート・ブロックに

表－1アイクの作品における「空間単位」の形態
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作品名称，所在地，

設計期間，施工期間，
備考

楢造体 ｢空間単位」平面
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アルド･ファン･アイクの建築の形態分析

よる壁柱と、う°レキャスト・コンクリートの梁によって

つくられる「構造体」の上に、円形のトップ°ライトが跨

がって載せられている。トップライトによって強調され

た梁と同じ帳をもった壁柱は、目に見えない壁となって

層状の空間を形成する。この梁間3.4mの細長い空間は、

スパンの長さによって2種類の「空間単位」を形成して

いる。これらの「空間単位」は、5つの床レベルによっ

て形成されており、天井高が2.5-3.5mの「地~ド室のよ

うな」低い空間と、天井高が11mの「ゴシック建築のよ

うな神聖な通路」の部分に対応し、両者は明確な差がつ

けられているのである3)。

「スカルプチュア・パヴィリオン(SculpturePavi-

llion,Arnhem,1965-66,図-14.15)」は、コンクリ

ートブロックによる壁構造であり、6枚の壁が｢構造体」

となっていると同時に「空間単位」を形成している。天

井は全面採光となっており、ガラスを支えるサッシが格

子状に設けられていることが見て取れる。リートフェル

ト(G・Rietveld)も同じくアルネムにスカルフ｡チュア．

パヴイリオン（1954,図-16）を設計したが、それは自

律した5枚の壁が風車型に配置されたもので、この二つ

のパヴィリオンを比較すると空間に対する思考の違いカゴ

見て取れる。

"~FT…:F===

牽や
図－1「ナケールの学校」平面図

図－2「ナケールの学校」外観

1－2．「構造体」と「非構造体」の相関関係

アイクの建築における形態的な特徴のひとつとして、

「子供の家」「カソリック教会｣などに見られる中央部に

矩形の孔を穿ったう°レキャスト・コンクリート梁がある

が、ここでは「構造体」を構成するこの梁に着目して、

「非構造体」との相関関係を考察する。

柱一梁構造の作品において、梁と間仕切りの関係に着

目すれば、間仕切りは梁におおよそ重なっている。この

ため「非構造体」である間仕切りは、「囲い込み」による

「空間単位」において「構造体」を反映していると考え

られる。何度も折れ曲力ずつた間仕切りは、主要な空間を

囲い込み、単調な空間に方向性を与えている。また「層

化」による「空間単位」においては、シリンダー状の間

仕切りが層状の空間に跨がって配置されている。一方、

梁とトップ°ライトの関係については、「子供の家」では、

梁によってつくられるひとつの格間に対して、ひとつの

トップ。ライトが対応しているが､「エルサレムのカルチュ

アル・センター」以降の作品では（特に「カソリック教

会｣において顕著であるが)、梁の中央にトップ°ライトが
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図－3「ナケールの学校」廊下側から前室を見る
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設けられ、「スカルフ。チュア･パヴィリオン」において全

面採光となっている。つまり、アイクは、L.I・カーン

(Louisl.Kahn)のように「構造体」において光の操作

を行なっているのではなく、梁力:つくる面によって屋根

を切り離して考えていたとみなすことができる。このこ

とは梁と床の関係についても同様の指摘ができる｡｢子供

の家」や「フ・ロテスタント教会」において、数段分の微

妙な段差がつけられた床が、ベンチや棚などの家具とし

て機能するように扱われているが、このような床仕上は

基本的に梁による格間と重なることなくつくられている。

また「カソリック教会｣では、天井高が2.5-3.5mの「空

間単位」と、天井高11mの「空間単位」との間は、床の

段差が折れ曲がりながら複雑な形態を構成し、両者を結

びつける要素となっている。

このようにアイクの作品においては、ひとつの「空間

単位」において、円形や正方形などの幾何学形態が用い

られた床仕上やトップライトによって、その「構造体」

がつくる厳密な形態が暖昧にされているのである。数段

からなる微妙な床の段差は、「構造体｣が生み出す求心性

や方向性に関係なく「空間単位」を連続しつつ分節して

おり、トップ°ライトも「構造体」と切り離されて考えら

れている。

またアイクの建築における梁間寸法は、「子供の家｣で

は3.36m、「カソリック教会」では3.4mであり、作品規

模の大小にかかわらずほぼ同じ寸法によって構成されて

いる。このような梁間寸法は「フローティング・モジュ

ール(floatingmodule)」と呼ばれ4)、平面図にも梁が意

図的に書き込まれている。「子供の家｣のドーム屋根、「う°

ロテスタント教会」のトップ°ライト、「カソリック教会」

における天井高の異なる部分など、どの建物においても

同様の梁間寸法が固有の形態に反映しているが、アイク

はそれらを「適切なサイズ(rightsize)」という言葉に

よって表現している5)。さらに、このような｢適切なサイ

ズ」を内在する「空間単位」には、「スカルフ°チュア･パ

ヴイリオン」を除けば、常に2種類のタイプ°が用意され

ている。これらは形態上の同質性を有するが、規模の上

で大小の関係がつけられている。

II.「空間単位」の集合形態

II-1．「雁行」と「並置」

建築の全体形は、上記のような「空間単位」の反複集

合によって形成されているが、アイクはこのような反複
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｢子供の家」1階平面図

図－5「子供の家」2階平面図および屋根状図




















